


◆ トグル製品に対し気をつけていること

◆ トグル製品に期待していること

◆ 工場ラインの規模等

◆ 不具合（不良品）が出た場合の対処

◆ トグル製品を取り扱って何年目か、案件数。

◆ 他の製品との違い

◆ 納期や工程の厳しかった案件

―――　機械加工と建築材料との検査基準の精度が異なる点。

―――　地震に敏感になっている昨今なのでトグルと言う評価の高い、優れた製品がより多く社会に貢献すること。

―――　4工場のうち、2工場にてトグル製造。

―――　製作開始当初は出荷後に不良が出るケースもありその場合は全工程で作り直しを行った。

　　　　近年はスムーズに対応出来ている。納期に遅れないように即対応している。

―――　平成 14 年 4月から、12 年目。

　　　　案件数は 24 件、腕製作総数は 1882 本。

―――　ショベル・船舶に比べると、トグルの評価の違いが大きい。溶接の精度が特に異なる。

―――　2カ月で 200 基 400 本を製作した案件。数も多いが冬だったため塗装が乾かず苦労した。

　　　　納期に間に合うか不安だった。


